
平素より、格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

『ヒプノシスマイク -Division Rap Battle-』を原案とした大人気舞台『ヒプノシスマイク -Division Rap Battle-』Rule the 

Stage。2022年秋に上演された《どついたれ本舗 VS Buster Bros!!!》を、シリーズ初の劇場上映作品、

『ヒプノシスマイク -Division Rap Battle-』Rule the Stage《どついたれ本舗 VS Buster Bros!!!》 -Cinema 

Edit-として、全国の映画館と3面ライブスクリーンで上映いたします。

この度、舞台ビジュアルをベースにした映画版のメインビジュアルを解禁いたしました！
本作は、荒牧 慶彦 演じる白膠木 簓(ぬるで ささら)、里中 将道 演じる躑躅森 盧笙 (つつじもり ろしょう)、

郷本 直也 演じる天谷奴 零(あまやど れい)の3名で構成されたオオサカ・ディビジョン”どついたれ本舗”と

高野 洸演じる山田 一郎(やまだ いちろう)、松田 昇大演じる山田 二郎(やまだ じろう)、

永島 龍之介演じる山田 三郎(やまだ さぶろう)の3名で構成されたイケブクロ・ディビジョン”Buster Bros!!!”の初対決を

描いた作品となっております。

圧巻のライブパフォーマンスはもちろんのこと、各キャラクターの関係性も

明かされた本作の感動を是非全国の映画館でお楽しみください！

メインビジュアル&上映劇場 解禁！
メインキャスト6名からのコメント映像も到着！

大人気2.5次元舞台『ヒプノシスマイク』が
映画館限定のオリジナル編集版として、初の映画館上映！！

全国の映画館と3面ライブスクリーンで上映！！

『ヒプノシスマイク -Division Rap Battle-』Rule the Stage
《どついたれ本舗 VS Buster Bros!!!》

-Cinema Edit-

さらに、メインキャスト6名からのコメント映像も到着！
コメント映像では、メインビジュアルにも登場しているメインキャストの

荒牧 慶彦、里中 将道、郷本 直也、高野 洸、松田 昇大、
永島 龍之介の6名全員が勢揃いし、映画館上映にあたっての感想や、
映画館限定の本作ならではのオリジナル編集映像と映画館音響の魅力、

そして日本初となる3面ライブスクリーン版の魅力も語っており、キャスト同士の

和気あいあいとした雰囲気も伺える、ファン必見の映像となっています。

ぜひ本情報をお取り上げいただけますよう、ご検討のほどよろしくお願い申し上

げます。



【作品概要】
■タイトル：『ヒプノシスマイク -Division Rap Battle-』Rule the Stage《どついたれ本舗 VS Buster Bros!!!》 -Cinema Edit-

■原 作： EVIL LINE RECORDS

■出 演：荒牧慶彦 里中将道 郷本直也／高野 洸 松田昇大 永島龍之介 ほか

■演 出：植木 豪

■脚 本：亀田真二郎

■製 作：松竹

■配 給：松竹ODS事業室／新領域コンテンツ室

■公式HP：https://hypnosismic-stage-cinemaedit.jp/

■公式twitter：https://twitter.com/hm_rts_ce（＠hm_rts_ce）

■公 開：2023年1月20日（金）全国公開

2023年1月27日（金）3面ライブスクリーン上映

■©表記：©『ヒプノシスマイク -Division Rap Battle-』Rule the Stage製作委員会

■設定・ストーリー：

Ｈ歴。武力による戦争は根絶された。

争いは武力ではなく人の精神に干渉する特殊なマイクにとって代わった。

その名も「ヒプノシスマイク」。

このマイクを通したリリックは人の交感神経、副交感神経等に作用し、様々な状態にすることが可能になる。

Ｈ歴３年。

人々はラップを使い優劣を決する。

男性は中王区以外のイケブクロ・ディビジョン、ヨコハマ・ディビジョン、シブヤ・ディビジョン、シンジュク・ディビジョン、オオサカ・ディビジョン、

ナゴヤ・ディビジョン

等の区画で生活することになる。

各ディビジョン代表のＭＣグループがバトルをし、勝った地区は決められた分の他の領土を獲得することができる。

兵器ではなく言葉が力を持つことになった世界で今、男たちの威信をかけたディビジョンバトルが始まる。

【上映劇場】 ※追加決定の劇場は公式サイトにて情報更新いたします。
■劇場情報： https://eigakan.org/theaterpage/schedule.php?t=hypnosismicstagecinema

丸の内ピカデリー(東京)、新宿ピカデリー(東京)、MOVIX亀有(東京)、MOVIX昭島(東京)、MOVIX橋本(神奈川)、
横浜ブルク13(神奈川)、川崎チネチッタ(神奈川)、MOVIX柏の葉(千葉)、MOVIXさいたま(埼玉)、MOVIX三郷(埼玉)、
MOVIX川口(埼玉)、MOVIXつくば(茨城)、MOVIX宇都宮(栃木)、MOVIX伊勢崎(群馬)、 T･ジョイ新潟万代(新潟)、
MOVIX清水(静岡)、MOVIX仙台(宮城)、札幌シネマフロンティア(北海道)、ミッドランドスクエアシネマ(愛知)、
MOVIX三好(愛知)、なんばパークスシネマ(大阪)、MOVIX堺(大阪)、MOVIX八尾(大阪)、
大阪ステーションシティシネマ(大阪)、MOVIX京都(京都)、kino cinéma 神戸国際(兵庫)、MOVIXあまがさき(兵庫)、
MOVIX倉敷(岡山)、広島バルト11(広島)、MOVIX日吉津(鳥取)、MOVIX周南(山口)、T･ジョイ博多(福島)、
熊本ピカデリー(熊本)

※3面ライブスクリーン上映は、丸の内ピカデリー(東京)と熊本ピカデリー(熊本)の2館のみとなります。

https://twitter.com/hm_rts_ce（＠hm_rts_ce

